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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　The Lower Cretaceous System, the Haidateyama Group, of Haidate-yama Area　of
Oita Prefecture, is divided into 4 formations, i. e., Formations　l －Ⅲ　and Formation
　(IV). Formation l is characterized by red-colored rocks which were so-called non-marine
facies. Formation U is composed of the alternations of conglomarate, sandstone and
rightgray mudstone. Several acidic tuff beds are interbeded in the mudstone. The
brackish bivalves and plant fragments commonly occur from this formation. FormationⅢ
is mainly composed of the alternations of sandstone and dark-gray siltstone. A few
conglomerate beds are observable on the upper part.　Shallow marine bivalves usually
found in this formation. The Lower Barremian ammonites,Ｃｒｉｏｃｅｒａtitｅｓｃt. ｆｅｏｃｈｉｎｉ
and Ancyloceras sp., were also collected from this formation. Formation (IV) is contacted
with Formations ｎ and ｍ by the faults, composed of dark-gray mudstone by the almost
part but of the thin sanstone layers interbeded on the lower part.　Pure-marine bivalve
fossils occur from this formation. The geological age of this formation is determained
to the Late Albian, judging from the occurrences of Inoceramus anglicus and Idioんαmi£es
cf.ｓｕbｓｐｉｎｉｇｅｒ.
Ｉ・　はじめに
　大分県佩楯山付近の白亜系の地質学的研究は藤井(1954).寺岡(1970). Noda (1977),田中・
太田(1981)らによる詳細な報告があ･る。また，古生物学的研究はHayami (1965,66)の海生二枚
貝, Hayami and Noda (1977)のネイシア, Noda (1977)のアンモナイト, Yehara (1923)・田村
(1979)の三角貝などがある。
　佩楯山の白亜系は，藤井(1954)により,佩楯山層と命名され，上・中・下の三部層に区分された。
その後，寺岡(1970)は,大分県下の秩父帯下部白亜系を佩楯山層群として一括し，佩楯山付近の白
亜系には，下半部に腰越層，上半部に須久保層の名称を与えた。最近;，田中・太田(1981)は，佩
楯山付近の白亜系を３区分し，下位より佩楯山層，腰越層，須久保層とした。
　田代・松田は，当初白亜系二枚貝，三角貝の化石採集を目的に，本地域を何度と｡なく訪ずれたが，
※　1982年11月，日本地質学会西日本・関西支部合同例会（高松）にて講演
※※　高知大学理学部地学教室
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西南日本白亜系の二枚貝化石層序，本邦白亜系の三角貝による化石層序を整理していく中で，佩楯
山白亜系が，他地域，例えば九州八代山地。四国佐川，物部，領石地域。関東の山中地域など。の
生層序と食違っている事に気付いた（田代・松田1983)。そこで，本地域，およびその周辺を調査
続行中の田中に連絡をとり，三者共同で，本地域の再調査と，二枚貝ファウナの再検討を試みた。
以下その概要を記す。
皿。佩楯山白亜系の地質
　佩楯山周辺およびその南西須久保付近に分布する白亜系・佩楯山層群は，下位よりI・n・Ⅲ・
　（IV）層に区分できる。（IV）部層に（　）を付したのは，本層とI・II・Ⅲ層と直接連続してい
ないためである。
　Ｉ層は，いわゆる古生界とは不整合関係で接し，皿・Ⅲ層は，Ｉ層の上に順に整合関係で重なる。
　（IV）層は，Ｉ～Ⅲ層とは断層関係で，その分布は極めてせまい（図１）。
　Ｉ・皿・Ⅲ層は，佩楯山のやや南方地点を軸にして略ENEにのびる向斜構造の両翼に出現する･
が。腰越部落付近を通り略ＮＮＥにのびる断層でずれて。再び須久保西方に露出する。ここではＩ
層は不完全である。（IV）層は，この断層に沿って，佩楯山周辺と。須久保西方のＩ～Ⅲ層の間に
クサビ型に分布している（図１）。
　Ｉ層：佩楯｡山北側斜面に模式的に分布する。（向斜北翼）。腰越部落南方150m付近の道路端に
もわずかに観察できる｡（南翼）。須久保西方でも，南翼部が，須久保～腰越間の道路端に露われる
が。露出状態は不完全である。
　本層は赤紫色の砂・泥岩層や。それらをマトリックスにした淘汰の悪い呻岩層との大まかな互層
で構成されている。層厚約440 m。本層は田中・太田(1982)の佩楯山層基底部層に相当する。
　II層：本層は。疎岩・砂岩・泥岩の大まかな互層から構成される。牒岩は淘汰不良の円疎（チャ
ート・砂岩を主とする）からなる。砂岩は，一般に優白色を示し，粗粒であり，しばしばクロスラ
ミナが観察される。泥岩部には，凝灰質の優白色泥岩が頻繁に挾まれる。本層のやや細粒な砂岩や，
泥岩部には，植物化石・汽水生貝化石の密集層が発達している。層厚約250 m。本層の分布は，本
地域では最も広範囲に及び，佩楯山周辺や，須久保西方では，向斜の両翼がよく露出している。本
層は，田中・太田(1981)による佩楯山層下部層に相当する。
　Ⅲ層：砂岩と泥岩の大まかな互層を主とするが｡｡上部には疎岩の薄層を挾み，植物片を含む砂岩
層もある。砂岩は中～細粒，泥岩は暗灰色。細粒砂岩や泥岩からは浅海生貝化石が産する。層厚200
m以上。本層は佩楯山向斜軸の中央部に分布するため，佩楯山南斜面と須久保西方では，須久保一
腰越間の新道に好露頭があるが，後者は最近コンクリートにより被覆されつつある。本層は，田中
・太田(1981)による佩楯山層上部に対応する。
　（IV）層：主に暗灰色泥岩層からなるが，最下部に５ｍ前後の砂岩・泥岩互層がある。海生貝化石
を産する。本層は上・下位とも断層できられているため，Ｉ～Ⅲ層と堆積学的関係は不明である。
露出する層厚は約50m。本層は田中・太田(1981)による須久保層上部層上部に相当する。
　なお，佩楯山付近の白亜系の岩相の詳細は本論文と合わせて，田中・太田(1981)の記述を参照
されたい。また。ここで使用したI～Ⅲ・（IV）層は全て仮称とし，後に筆者らの１人田中が。大
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分県下部白亜系を総括する時点で改めて，新区分を提唱する予定である。
Ⅲ。各層産の貝化石とその地質時代
　ここではＩ層からの古生物学的資料は得ていないので，li・ｍ・（IV）層について考察する。
　Ｕ層：本層からの貝化石ほ表１に示す。いずれも汽水生の種として知られている。Ｈａｙａｍｉ几ａ
ｈ昭oensis Ohta (1983)は，最近裁lyamina noumanni(Leimely)からOhta (1983)により区別
された。木種に同定可能な種は，高知県下では，領石層上部層（香西・他, 1983;田代・他, 1980)
に産する。また徳島県立川地域の立川層，羽浦地域の”立川層≒山中の白井層，九州の川口層に
も認められる。，-一方，山中の瀬林層のＣｙｅｎａ　ｎａｕｍａ几ｎｉLeimely (=･Ｐｒｏtｏｃｖｐｒｉｎａａａｕｍａｎａｉ　＝
Hayamina naumamnnりとされている標本(Yabe, Nagao and Shimizu, 1926;松川　1976)は，
高知県の柚ノ木層の標本とおそらく同種である。また, Hayami and Nakai C1965)がtopotype
に指定した立川層産の“Ｐ，ｎａｕｍ,ａｎｎｉ”は，おそらくここで述べているＨ.　bｕａｇｏｅ几ｓiｓに比較され
ると考えられる。上記の如く，山中と高知では，この両種が認め,られるので，両者の違いを述べる
と且ｈ昭oensisは，領石層上部層と白井層にC Hauterivian),“Ｐ，ｎａｕｍａｎｎｉ”は，柚ノ木層と
瀬林層(Upper Barremian)に産し。前者は，後者よりも殻のふくらみや殻の厚さが著じるしく弱
く。前者が一般にダ円型の外型を示すのに対し後者はオムスビ（三角型）型を示すものが多い。ま
た,｀両者とも外型の変異が大きく，そのため歯板構造も同様に変異に富む。筆者らは，ここでは，
下位のものをH. bu几ｇｏｅｎｓiｓ，上位のものを“Ｐ，ｎａｕｎａａ几几i”として取扱っているが, p. nauma几?
の模式種は，おそらく下位の標本を示していると思われるので，両者の古生物学的研究を更に詳細
に進める必要がある。
　Ｃｏｓtｏｃｙｒｅａａｏtｓｕfeaiは。高知市周辺や領石層上部層，熊本の川口層，徳島の立川層。山中の白
井層などに広く知られている。またEomiodon mat sumo£oiも，白井層，立川層，領石層上部層
などに知られている。なおＣｏｓtｏｃｙｒｅｎｓ ｏtｓｕfeaiは，瀬林層や柚ノ木層のａ）ｓtｏｃｖｒｅ几ａ ｒａｄｉａtｏ-
ｃｏｓtａtａの祖先型と考えられていて（田村.198‘1）｀筆者らも異論はないので,本Ⅱ層は，おそらく瀬
林層や柚ノ木層(Upper Barremian～Lower Aptian ?）｡よりも下位にあると考える方が自然である。
　以上の点から，皿層は，領石層上部層に対比することが最も適切である。したがって，その下位
のＩ層は，領石層下部層に対比され，赤紫色砂・泥・疎岩を主とする岩相からも，それを支持する。
　　　　　　　　　　　　　Ostrea sp｡
　　　　　　　　　　　　　？ｒｏ£ocardia sp｡
　　　　　　　　　　　　　Eomiodon sp., aff. E. ma£sumo£oi Ohta
　　　　　　　　　　　　　召'ayami几a bungoensis Ohta
　　　　　　　　　　　　　Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａ ｏtｓｕfeai(Yabe et Nagao)。
　　　　　　　　　　　　　５£oria (裁zi血£i4心友oshigoensis Ohta
　　　　　　　　　　　　　j）ねlｓiぷs sp｡
　　　　　　　　　　　　　“Corbicula" sp●
　　　　　　　　　　　　　　　　　表1. nisからの二枚貝化石
　Ⅲ層：本層からの産出貝化石を表２に示す。
　本層からは，数種のアンモナイト，たとえば, Ancyloceras sp. aff. Aﾝ(s.s.)りandenhekii.
Ａｓ£iersp・,　Ｃｒｉｏｃｅｒａtitｅｓcf. kochliniなどのBarremianの種がある（Noda 1977;　松本，他
1982)。
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　表２の中の貝化石は，いずれも高知県の物部層（田代・他, 1980),山中の石堂層(Hayami,
1956;松川. 1976),紀州の有田川層CHayami, 1965～66）などのLower Barremianとされる地
層や，赤石山地の戸台層（林・他. 1981),銚子層群の下部(Hayami and Kase, 1981)熊本県の
八竜山層（松本・勘米良. 1964),四万十帯の堂ヶ奈路層（甲藤・田代, 1978;　田代. 1980)に報
告があるものばかりで，１部，例えばＡｓtａｒtｅ ｓｕbｓｅｒｖｅｃtａ,　Ｎａｎｏｎａｕiｓ:ｙｏｆｅｏｖａｍａｉなどAptan
～Albianに及ぶ種もある(Hayami, 1956)。しかしAptianに出現するGlｙｃｙｍｅｒiｓ．ÅＭんonya,
Ａｓtａｒtｅ　ｍｉｎｏｒ,　Ｃｕｃｕｌｌａｅａ,　Ｇｏｓhoｒａｉａ　すｉどは，現在までには確認していない。
　表２中で多産するＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)pocilli/ｏｒmiｓは, Barremianに特徴的なＡタイプ（田
代・松田. 1983; Tashiro and Matsuda 1983)で，物部・石堂・八竜山・有田川・東北の白浜の
各層に産する。 Ｎｅｉtｈｅａ　ａt　ａｎａ　は物部層に特徴的な種で羽浦層や日奈久層などにも知られている。
　以上の点と，アンモナイトから推定される本層の地質時代はUpper Hauterivian ～　Lower
Barremianと考える事が適切であり，おそらく，物部層・石堂層・有田層に対比でき，産出化石が
殆んど共通する種属である事は，その堆積環境も類似していたと思われる。
Portlandia cf. scnchuensis Yabe et Nagao
ＰαΓalleodon(Cosme£?０り４φμjnicus (Nagao)
Ｎａｎｏ几ａｕiｓｙofeoｙａｍａｉ(Yabeet Nagao)
Pinna (s.s.) sp･
Pterinella shinohaΓαｉHayami
Ｇｅｒリぶariah radae (Yokoyama)
Gervillia(s.s.) /crbesiana d' Orbigny
丑z£olium sp.
Ｎｅｉtｈｅａ(s.s.)a£ava (Romer)
Plica£ulakiiensisHayami
p. sp･
Ｒａｓ£ellum(Arctos£rea) car派出j.m (Lamarck)
7Vφｐｏ㎡£rigoniacf. convexa Ｋｏりayashi
Ptero£rigonia (s.s.)μDcilli/ormis(Yokoyama) A form
.4ｓ£ａｒ£e(s.s.) subsenecta (Yabe et Nagao)
A. sp. nov. Ａ
A. sp. nov. B
＆ｉ££血（?）sp･
八14叩ａ rＭy叩sis) plica£a(Sowerby)
Goniomya sp.
Ｐtｙｃｈｏｉｎｙａ(s.s.)den icos£ａ£a(Yokoyama)
Ａ几ｃ＾ｉｌｏｃｅｒａｓsp･
Ｃｒｉｏｃｅｒａtitｅｓcf. kochlini (Astier)
表2.Ⅲ層からの二枚貝とアンモナイト化石
※　日奈久層のＮ-　ａｔａｖａの産地は，本層模式地の日奈久よりもはなれ，深水村東北方に分布する。この産
　　地付近の岩相は，模式地よりも粗粒岩に富み，むしろ日奈久層より下位の八竜山層とみるべきかと思われ
　　る。しかし，日奈久層であってもＮ.　ａtａｕａの産出に矛盾はない(Hayami and Noda, 1977)と思われ
　　が，現在の所，西南日本におけるN. aiavaの産出はBarremianに限られている（日奈久を除いて）。
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　CVI)層：本層からの化石は表３の通りである。本層からは, Upper Albian を示すアンモナイ
ト(Idiohami£ｅｓ，裁zmi£es, Pro比肩soceras)やイノセラムス(Inoceramus ａ昭licus ＷｏｏｄsJの報
告がある（松本・他. 1982)。これらはＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)ｙofeoｙａｍａｉの産出と矛盾しない。
また，本層が，公海生貝化石に富む事，殆んど暗灰色泥岩から構成されることから。熊本県の砥用
層，四国の日比原層上部，藤川層などに似ている。
　以上のように，佩楯山付近の白亜系のＩ・ｎ・Ⅲ層は，物部・領石地域の領石～物部層や山中地
方の白井～石堂層に対比できる。また, (IV)層は，１・ｎ・Ⅲ層とは異なった地質時代を示して
おり，本地域にはAptian～Lower Albian に相当する部分が欠除している。
Nucula (Leionucula) sp･
Mesosaccella sp.
Nanonaリis cf. pseudocarinとz£a Tashiro et Matsuda
Modiolus sp.
Cucullaea sp.
Pinna (s.s.) sp･
Inoceramus Cs.s.) cf. anがicus Woods
Ｎｅｉtｈｅａ(s.s.)ma£sumo£oi Hayami
Parvamussium aff.んinagensを　Tamura
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)ｙofeoｙＱＴｎａｉ(Yehara)
j）.ぴs.) Sp･
Asia吋e (s.s.)ｓｕｂｓｅｎｅｃtａYabe et Nagao
A. (Nicaniella) sp･
ＮｅｏｃｒａｓｓｉＲａ　ｓp･
Ｐtｙｃｈｏｍ:ｙａsp.
Ｒｍｏμa (My叩ｓ司印･
？九〇ladomya sp･
Ｇｏ几ｙｏｍｙasp.
Plec£omya Ｓｐ･
ＲΓφlomya Sp･
Idiohamites cf. ｓ岫spiniger Spath
/. cf. faΓΓinus Pictet
Hami£es cf. £enuicosほほｓ Spath
丹｀０£anisoceras(?) cf. aitemotuberculatus (Leymry)
　　　表3:　（IV）層からの二枚貝とアンモナイト化石
IV.議　諭
　従来，佩楯山付近の白亜系は．下部から上部まで連続した堆積物であると考えられてきた（藤井，
1954,寺岡. 1970; Noda, 1977;　田中・太田, 1981;松本・他. 1982)o　それは，腰越付近を通
るＮＮＥ方向の断層を境いに．その両側のＩ・ｎ・Ⅲ層の操返しを認めていないこと，佩楯山の向
斜の南翼のⅡ層（腰越部落付近）を．Ⅲ層の上位とみなしたこと，両側を断層で切られ，クサピ型
分布する（Ⅳ）層を，下位の白亜系（ここではⅢ層）の上に，整合に最上部層として重ねているこ
と，などが原因であり．そのため，筆者らの層序区分と･は全く異なった区分になっている．したが
って，従来の考えでは，地質時代が略確実なII層（Ｌｏｗｅｒ Barremian : 本層は従来の層序では，い
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ずれも佩楯山白亜系の下部に位置する）と（IV）層(Upper Albian)の範囲内で考えられていたた
め，中間のAptian～Lower Albian に相当する部分には，顕著は汽水性ファウナが幾層も操返し
発達していることになる（実際は，すでに述べた如く，II層が操返し出現している）。この事は，
他の地域の白亜系，例えば，八代山地，佐川・物部・領石地域，山中地域，銚子地域,゛勝浦地域，
有田川地域や，本地域に接近した日奈久（日奈久層）や大分県の小坂・溜水の佩楯山層群の分布域
とはかなり異なった岩相，ファウナを示すこ,とになっている。それぞれの地域では，地域毎に多少
の違いはあるが，一般にUpper Aptian～Lower Albian には公海成の暗灰色頁岩優勢な地層があ
る（日奈久層，日比原層上部，藤川層，四ッ白層，溜水付近の佩楯山層群, etc.)。
　今回の調査結果では，佩楯山付近の白亜系にはAptian～Lower Albian を示す部分は存在しな
い事が判ったので，上記の矛盾は解消する。また，新しく生じた興味ある事実は，わずか501!1の層
厚の（IV）層が，クサビ型に北・南側ば古生界”，東・西側は，I・II・Ⅲ層間に露出している
事である。これによく似た構造は高知県物部地域の大栃付近で，両側を永瀬層に挾まれ，わずか10
数ｍの層厚で細長いクサビ型に分布する日比原層相当層(Albian)がある。大栃付近では，両側の
永瀬層は上部白亜系(Cenomanian)である点は異なる。　また，同物部地域の下部白亜系は，一般
に。領石一物部一柚ノ木一日比原の各層が重なるが，しばしば柚ノ木層・日比原層下部が欠除し，
物部層と日比原層上部が走向性の断層関係で接する部分がみられる（香西・他. 1983)。　この事は
従来の下部物部川層群の生層序区分が不明確（木村, 1979),あるいは，岩相の差異が判然としな
い（宮本。1980)とされた原因でもあると思われる。
Ｖ。まとめ
　･1.大分県佩楯山付近の白亜系（佩楯山層群）は，下位から，I・II・Ⅲ・（IV）層（仮称）に
区分される。
　2.1層は，陸成あるいは淡水成の堆積物であり。おそらく，領石層下部層に対比される。
　3.皿層は，汽水成の堆積物で，領石層上部層に共通する貝化石で特徴づけられている。
　4.Ⅲ層からは，物部層や石堂層（田代，他, 1980.松川. 1976)に共通する浅海生貝化石が
多産し。産出するアンモナイ回こよる時代はEarly Barremianである。
　5.（IV）層は，Ｉ・皿・Ⅲ層とは断層にへだてられて分布する。公海生貝化石の産出で特徴づ
けられ，その時代は，アンモナイト・イノセラムスより推定してLate Albinである。
　6.　本地域の白亜系にはAptian～Lower Albian の部分は欠除している。
　7.（IV）層の分布は，大分県下の下部白亜系の構造発達史の上に新しい問題の１つを提起した。
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